
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２２日（水） 

受講者数１９名（講師含む） 

 

○学校に戻ってから実際に使えそうな資料をいただくことができた。 

○講師の先生の経験談や実践例を詳しく説明していただいて、学芸会に向けた指導のヒントとな

りました。 

○管楽器の指導法。実際に楽器を吹いてみて、楽器の構造や吹き方を知ることができた。 

○合唱の授業公開というのも良かった。 

○研究授業は参考になった。合唱も日常の問題点等交流できたので良かった。音楽科の先生同士

ざっくばらんに交流する機会がなかなか無いため、良かった。 

○音楽の基礎、基本。学級経営全体に言えることだということ、子ども達が「楽しい」「やりがい

がある」と感じられること、子ども達の実態をふまえ授業を構成すること。 

●できれば夏休みなど子ども達が休み期間にやっていただけるともっと良い。 

 

 

 

 

受講者の方々の声 

市川 淳子 先生 

（京極町立南京極小学校） 

石戸谷和歌子 先生 

（蘭越町立蘭越中学校） 


